
 

 

議題（１） 

 

令和５年度 周南市教育委員会の 

重点施策について 



教育部

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：令和5年度～令和6年度

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

　

教育政策課
現計予算額 437,298 ( 459,157 )

財
源

国県 61,581

令和５年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和5年度 予算額及び財源内訳

事業目的及び事業概要 令和5年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

地方債 92,300

その他 270,000 一財 13,417

小学校改修事業
≪継続≫

児童が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

●小学校施設の大規模改修を実施
(1)　トイレ改修工事（高水・富田東・福川・鹿野小学校）
(2)　照明改修工事（櫛浜小学校）
(3)　消火設備、防火設備改修工事（勝間・高水・遠石・周
陽・櫛浜・久米小学校）
(4)　遊具改修工事
(5)　その他（周陽小学校屋体床、勝間小学校北門）

中学校改修事業
≪継続≫

生徒が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。 ●中学校施設の大規模改修を実施

(1)　外壁防水改修工事（桜田中学校）
(2)　照明改修工事（福川中学校)
(3)　遊具改修工事
(4)　その他（菊川中学校防球ネット、須金中学校排水路）

現計予算額 138,461 ( 297,664 )

財
源

国県 38,437

施設機能の向上により、生涯学習の拠点として
利用者の安心安全と利便性を高めます。

●交流アリーナ空調設備整備のための設計業務生涯学習課
現計予算額 12,665 ( 0 )

財
源

国県

地方債 65,500

その他 30,000 一財 4,524

地方債 10,000

その他 2,665 一財 0

学び・交流プラザ改修
事業
≪新規≫

地方債

その他 3,122 一財 4,589

鶴保護対策事業
≪継続≫

ツル保護を促進することにより、市民の文化財保
護意識を高めることができる。

現計予算額 17,481 ( 16,955 )

財
源

国県 9,770

●ツルの生息環境整備の実施
●渡来ツル監視及び給餌の実施
●周南市ツル保護協議会の開催
●ツル保護のためのデータ収集及び調査の実施
●渡来数回復に向けた保護ツル移送、放鳥の実施
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教育部

令和５年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和5年度 予算額及び財源内訳

事業目的及び事業概要 令和5年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間　毎年度実施

学校・家庭・地域の連携
協力推進事業
≪継続≫

社会全体で子供たちを見守り育むため、学校・
家庭・地域が協働して取り組む仕組みづくりを推
進します。

●小学生を対象とした放課後子供教室を実施
●保護者等を対象とした家庭教育講座と支援活動を実施
●学校と地域をつなぐため中学校区ごとに配置する地域学
校協働活動推進員の活動を支援

生涯学習課
現計予算額 12,328 ( 12,277 )

財
源

国県

市民センター等を会場として人権教育講座を行
うことにより、地域住民の人権意識の向上を図り
ます。

●市民センター等での人権教育講座（ハートフル人権セミ
ナー）の開催

人権教育課
現計予算額 207 ( 211 )

財
源

国県

8,217 地方債

その他 一財 4,111

80 地方債

その他 一財 127

人権教育講座運営事
業
≪継続≫

地域人権教育推進事
業
≪継続≫

10ブロックに分けた各地域の特色を生かした人
権講演会等の自主的な教育活動を支援するこ
とで、地域内の連携による人権意識の向上を図
ります。

●周南市人権教育推進協議会の運営
●地域人権教育連絡協議会の運営
●ブロック人権教育推進協議会の活動支援
●地域等における人権教育講演会、出前講座等の開催

現計予算額 736 ( 762 )

財
源

国県 80

デジタルによる学習展開などＩＣＴの「学び」への
活用により、学習指導の充実及び深化によっ
て、教育水準の向上を図ります。
より高い水準の教育情報化により、学校ＩＣＴ教
育環境の向上を図ります。

●1人1台端末等の機器を有効に活用した教育の推進にお
ける円滑な授業展開など教員を支援するため、ICT教育ア
ドバイザーを2名配置
●子どもたちに個別最適化された資質・能力を確実に育成
していくため、GIGAスクール構想によるICT教育環境の整
備及び活用の推進

学校教育課
現計予算額 40,202 ( 35,119 )

財
源

国県

地方債

その他 一財 656

1,237 地方債

その他 一財 38,965

GIGAスクール構想推進
事業
≪継続≫
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教育部

令和５年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和5年度 予算額及び財源内訳

事業目的及び事業概要 令和5年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度～令和7年度

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度～

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

やまぐち部活動改革推
進事業
≪拡充≫

部活動の円滑な地域移行に向けたしくみづくり
や環境づくりを推進します。
専門的知識・技術を有する外部指導者による指
導を継続して受けることで、生徒の技術向上等、
部活動を充実させます。

●国が進める休日の部活動に係る地域での文化・スポーツ
活動への移行を踏まえ、関係諸機関・団体とともに円滑な移
行に向けたしくみづくり等の検討・推進
●中学校1校において地域指導者6名を配置し、実践研究
を継続実施
●教員の部活動指導に係る負担を軽減し、生徒指導や授
業準備等、専門性を活かした業務の時間を確保

学校教育課
現計予算額 3,345 ( 1,872 )

財
源

国県

●教員が子どもと向き合う時間を十分に確保し、本来担うべ
き業務に専念できるよう、ウィズコロナに対応した校内の消
毒作業や授業準備、学習評価等の補助業務を行う教員業
務支援員48名を小・中学校に配置

現計予算額 34,545 ( 32,008 )

財
源

国県 9,623

地方債

その他 3,345 一財 0

地方債

その他 一財 24,922

教員業務支援員配置
事業
≪継続≫

子どもと向き合う時間の確保による子どもたちの
豊かな学びを支える教育環境を充実させます。
持続可能な学校指導、運営体制の構築及び教
員のワークライフバランスを実現します。

地方債

その他 一財 2,340

学校・家庭支援専門家
配置事業
≪継続≫

児童生徒の心のケアや環境への働きかけを柔
軟に対応し、諸課題の早期解決を図ります。

現計予算額 2,340 ( 2,340 )

財
源

国県

学校給食管理運営事
業
≪継続≫

各学校給食センターの円滑な運営により、児童
生徒に安心安全でおいしい学校給食を安定供
給します。

●市内6か所の学校給食センターの管理運営
●学校給食センター運営審議会及び学校給食センター給
食協議会の開催

学校給食課
現計予算額 671,759 ( 629,836 )

財
源

国県

●生徒指導上の様々な問題を抱える児童生徒を取り巻く環
境に着目して働きかけ、関係機関等との連携をより一層強
化し、問題を抱える児童生徒の早期の課題解決と学校・家
庭支援を図る専門家としてスクールソーシャルワーカーを1
名配置
●既に配置しているスクールカウンセラーと連携し、生活指
導上の課題等の解決に向け、専門家として学校を支援

地方債

その他 332 一財 671,427
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教育部

令和５年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和5年度 予算額及び財源内訳

事業目的及び事業概要 令和5年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：令和3年度～

図書館サービスの向上と読書活動の推進を図る
ために、市内6館の連携を深め、円滑な図書館
運営と利用しやすい図書館づくりに努めます。

●市内6館（中央・新南陽・福川・熊毛・鹿野・徳山駅前）の
管理・運営

中央図書館
現計予算額 202,048 ( 182,308 )

財
源

国県 地方債

その他 10,086 一財 191,962

図書館管理運営事業
≪継続≫

図書館資料購入事業
≪継続≫

生涯学習時代の多くの利用者の期待に応えら
れるよう、新鮮で広範囲にわたる図書館資料の
収集、充実に努めます。

●多様化するニーズに応えるべく、新鮮で広範囲にわたる
資料を収集

現計予算額 30,300 ( 32,100 )

財
源

国県

非来館型サービスの提供による利便性の向上
や、電子書籍の持つ優れたアクセシビリティを活
用することで、幅広い利用者層に対して、サービ
スを提供します。

●電子図書館サービスの運用
現計予算額 4,660 ( 2,860 )

財
源

国県

地方債

その他 43 一財 30,257

地方債

その他 一財 4,660

電子図書館運営事業
≪継続≫
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１．小・中学校改修事業 
（事業費合計 ７２２，１３１千円） 

（１）小学校改修事業(事業費 ５２４，７２１千円（前年度繰越事業費を含む))  

工事名等 予算区分 予 算 額 事 業 概 要 

富田西小学校外壁・防水改修 繰越 ８７，４２３千円 
経年劣化が著しい校舎の外壁及び屋上防水を一括して

改修する。 

小学校トイレ改修 

（高水、鹿野、福川、富田東） 
当初 ２０３，２４１千円 各小学校のトイレを改修し、トイレの洋式化を図る。 

櫛浜小学校照明改修 当初 １４，９４９千円 学校施設のＬＥＤ化。 

遊具改修（ジャングルジム） 当初 ６，５００千円 遊具点検の結果を踏まえ劣化が著しい遊具を更新する。 

消火・防火設備改修（高水、勝間、

遠石、久米、櫛浜、周陽） 
当初 １６９，９６２千円 

消防設備及び防火設備の点検により不具合が判明した

為、設備の改修を実施する。 

周陽小学校屋体床改修 当初 ２９，５５７千円 経年劣化が著しい屋体の床材張り替え等を実施する。 

勝間小学校北門改修 当初 １０，０００千円 
通学路安全対策事業に関連して、北門を撤去し代替の門

を設置する。 
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（２）中学校改修事業（事業費 １９７，４１０千円（前年度繰越事業費を含む)) 

工事名等 予算区分 予 算 額 事 業 概 要 

秋月中学校外壁改修 繰越 ５８，９４９千円 経年劣化が著しい校舎の外壁を改修する。 

桜田中学校外壁・防水改修 当初 ７９，３９８千円 
経年劣化が著しい校舎の外壁及び屋上防水を一括して

改修する。 

福川中学校照明改修 当初 ４０，６０１千円 学校施設のＬＥＤ化。 

遊具改修（砂場） 当初 ５，３００千円 遊具点検の結果を踏まえ劣化が著しい遊具を更新する 

菊川中学校防球ネット設置 当初 ９，３４２千円 グランド周りの防球ネットを新設する。 

須金中学校排水路改修 当初 １，３００千円 排水路を改修する。 
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【秋月中(外壁・防水)】 

【桜木小(遊具)】 【富田西小(外壁・防水)】 【櫛浜小(照明)】 

 

 

 

 

 

       

【桜田中(外壁・防水)】 【周陽小(屋体床)】 
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２．学校・家庭・地域の連携協力推進事業 
  

○事業目的 … 子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで支える 

中学校区単位 コミュニティ・スクールを核として、学校・家庭・地域が連携・協働（ 幅広い地域住民の参画 ） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

放課後子供教室        予算：１０，６２３千円 
  

・希望する全児童対象、地域の実情に応じた体験提供 

・全２７小学校区に３２教室 

・協働活動サポーター ２８７人（Ｒ５.２現在） 
  

●児童クラブとの一体的な実施 １７教室 

サポーター研修（支援が必要な児童への対応について） 

 

家庭教育支援         予算： １，１５８千円 
  

・保護者の家庭教育や子育ての悩み解消を支援 

・家庭教育支援チーム ６チーム・７０人（Ｒ５.３現在） 
  

●チームの活動支援、チーム員研修 

地域と学校の連携・協働    予算：   ５４７千円 
  

・中学校区単位で学校と地域の連携をコーディネート 

・地域学校協働活動推進員 １３人（Ｒ５.３現在） 
  

●推進員の活動支援、推進員研修 

地域における関係者との交流機会提供 

【別事業】児童クラブ事業（合計） 予算：４４６，１１９千円 
  

・就労等のため家庭で保育できない児童対象、安全な居場所提供 

・２４小学校区２５クラブ       

・放課後児童支援員等（会計年度２３８人。Ｒ５.２現在） 

【地域学校協働活動】  

連携 

  
【新・放課後子ども総合プラン】（厚生労働省／文部科学省）  

                              児童クラブの追加整備、放課後子供教室との一体的な実施促進 
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３．人権教育講座運営事業 
周南ＪＩＮＫＥＮストリートマップⅡ 
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開催日 会  場 テーマ 講  師 

6 月 6 日 三丘市民センター 性の多様性 今田 真樹 

6 月 8 日 菊川市民センター 子どもの問題 あんしん子育て室職員 

6 月 15 日 夜市小学校 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄにおける問題 山口県金融広報委員会 岡本 浩司 

6 月 20 日 コアプラザかの 犯罪被害者の問題 山口被害者支援センター 

6 月 22 日 周南公立大学 同和問題 元社会教育指導員 三奈木 正紀 

6 月 27 日 櫛浜市民センター 男女共同参画に関する問題 周南市男女共同参画推進員 

6 月 29 日 秋月小学校 外国人問題 周南公立大学学生支援課職員・留学生 

7 月 6 日 大津島ふれあいｾﾝﾀｰ ハンセン病問題 人権教育課職員 

7 月 27 日 ゆめプラザ熊毛 同和問題 元社会教育指導員 三奈木 正紀 

9 月 5 日 須々万市民ｾﾝﾀｰ別館 障害者問題 障害者支援課職員 

9 月 7 日 久米小学校 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄにおける問題 周南公立大学教授 渡部 明 

9 月 12 日 学び・交流プラザ 高齢者問題 地域福祉課職員 

9 月 21 日 新南陽ふれあいｾﾝﾀｰ 障害者問題 社会福祉協議会職員 

9 月 28 日 今宿市民センター 男女共同参画に関する問題 周南市男女共同参画推進員 

10 月 5 日 周南市役所多目的室 こころの健康 健康づくり推進課職員 

10 月 10 日 岐山市民センター 子どもの問題 次世代政策課職員 

令和 5 年度 ハートフル人権セミナー実施計画一覧 

令和 4 年度の実施状況 

大河内小学校【外国人問題】 

長穂市民センター【障害者問題】 
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４．教員業務支援員配置事業 

○事業目的 

  教員がその専門性を生かしつつ、子どもたちに接する時間を十分確保し、真に必要な総合的な指導を継続的に行うことのできる環

境を創り出すとともに、学校における働き方改革を進めるため、授業準備等の補助業務を行う教員業務支援員を小中学校に配置する。 

  主な業務内容）校内の消毒作業、印刷作業、授業準備、学級事務業務、集計・データ入力業務等の補助業務 

 

（１）事業費、配置校数の推移 

 Ｈ３０（決算） Ｒ元（決算） Ｒ２（決算） Ｒ３（決算） Ｒ４（予算） Ｒ５（予算） 

事業費 

国庫補助額 3,891,000 8,613,000 13,928,000 11,625,000 9,100,000 9,623,000 

一般財源 3,987,800 8,953,440 15,201,828 20,112,064 22,908,000 24,922,000 

事業費計 7,878,800 17,566,440 29,129,828 31,737,064 32,008,000 34,545,000 

配置校数 

小学校 ８校（8人） １５校（15 人） ２１校（29 名） ２１校（30 名） ２１校（30 名） ２１校（30 名） 

中学校 ４校（4人） １０校（10 人） １２校（19 名） １２校（18 名） １２校（18 名） １２校（18 名） 

配置校計 １２校（12 人） ２５校（25 人） ３３校（48 名） ３３校（48 名） ３３校（48 名） ３３校（48 名） 

 

（２）時間外業務時間の推移（月平均時間） 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ H29－R4 

小学校 49.0 時間 48.1 時間 44.1 時間 43.2 時間 44.9 時間 44.0 時間 -5.0 時間 

中学校 66.6 時間 66.1 時間 58.6 時間 50.3 時間 53.2 時間 50.5 時間 -16.1 時間 

 

（３）取組の特徴 

    ○令和２年度に、新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた校内の消毒作業に関する教員の負担軽減のため、補助金増額。 

このため、小学校 350 人以上、中学校 200 人以上の学校には２名を配置。（２名配置校：小学校１０校、中学校６校） 

    ○令和３年度以降は、補助対象人数を越える部分を市負担で、４８名を継続配置。 

    ○留守番電話の設置や学校閉庁日の設定、部活動指導員の配置等、様々な取組を実施することによって、時間外業務時間の削減 

   が図られている。教員が子どもたち一人ひとりの状況に応じた、きめ細かな指導や支援等ができる環境づくりとともに、教員 

の働き方改革の推進に寄与している。 

※令和４年度数値は、12 月

末時点の集計値 

-11-



５．学校給食管理運営事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食費改定の検討 

前回の給食費改定から１０年となる令和６年度に向けて、周南市立学校

給食センター運営審議会に諮り、適正な給食費についての検討を行ってい

く。 

２．令和５年度の新たな課題 １．事業の目的 

 

県内の給食費の状況（令和４年４月１日現在）

小学校 　　　　（単位：円） 中学校 　　　　（単位：円）

順位 順位

1 1

2 1

2 1

2 4

5 5

5 5

5 7

5 8

9 8

9 11

12 12

9 8

市名 給食費 改定年 市名 給食費 改定年

美祢 270 Ｈ27 山口 310 Ｈ26

柳井 260 Ｈ31 柳井 310 Ｈ31

防府 260 Ｈ26 美祢 310 Ｈ27

下関 260 Ｈ26 下松 305 Ｒ1

萩 255 Ｈ20 萩 300 Ｈ20

山口 255 Ｈ26 下関 300 Ｈ26

長門 255 Ｈ26 防府 295 Ｈ26

下松 255 Ｒ1 長門 290 Ｈ26

宇部 250 Ｈ27 山陽小野田 290 Ｈ26

山陽小野田 250 Ｈ26 光 288 Ｈ26

光 246 Ｈ26 宇部 280 Ｈ27

平均 256.0 平均 298.0

周南 250 周南 290

徹底した衛生管理のもと、健康の増進や体位の向上など児童

生徒の心身の健康な成長に資するため、市内６カ所の学校給食

センターを円滑に運営し、安心・安全でおいしい学校給食を提供

していく。 

●周南市の給食費の状況 

⇒学校給食法の趣旨に基づき、施設及び設備に要する経費な

どは自治体の負担、給食材料費に相当する経費は保護者の負

担としている。なお、経済的理由により、就学困難な児童生徒の

保護者に対しては、就学援助制度の中で、支援をしている。 

⇒現在の給食費は、小学校２５０円、中学校２９０円であるが、

令和４年度は急激な物価高騰の影響を考慮し、小学校１５円

分、中学校２２円分を国の「新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金」を活用し、給食材料費への補填を行ってい

る。そのため、実質的には、小学校２６５円、中学校３１２円相当

の給食を提供している。 

⇒令和５年度は、国の交付金に替えて「子ども未来夢基金繰入

金」を活用し、質・量を維持した給食を提供する。 

 

＜参考：周南市及び県内他市の給食費の状況＞ 
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６．図書館管理運営事業 

 

周南市立図書館の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎周南市電子図書館 令和３年12月サービス開始 

 開 館 現館開館 備    考 

中央図書館 昭和23年10月 昭和57年１月 愛称「児玉文庫メモリアル」 

 

新南陽図書館 昭和７年４月 平成27年５月 周南市学び・交流プラザ内 

 

福川図書館 明治41年４月 平成２年11月 新南陽ふれあいセンター内 

 

熊毛図書館 平成元年10月 平成22年６月 熊毛歴史展示室併設 

 

鹿野図書館 平成５年11月  鹿野歴史民俗展示室併設 

 

徳山駅前図書館 平成30年２月  周南市徳山駅前賑わい交流施設内 

指定管理者 カルチュア・コンビニエンス・クラブ(株) 

移動図書館 運行開始 現車運行開始 巡回頻度等 

やまびこ号 昭和33年７月 平成22年７月 

（改造車） 

徳山・新南陽・熊毛地区 ９コース40ステーション 

概ね２週間に１回巡回 

やまびこ号Jr. 平成７年５月 令和２年12月 

（非改造車） 

大津島地区２ステーション 概ね１月に１回巡回 

現行車は国際ソロプチミスト徳山様寄贈 
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「うちどく」について 

 

漢字で書くと「家読」、「家庭読書」の略語で、「家族ふれあい読書」を意味します。 

２００６年ころから始まった活動で、今では全国でさまざまな取組みが行われています。 

家族で本を読むことで、コミュニケーションを深め、「家族の絆づくり」をすることを目的としています。 

 

「うちどくコンテスト」 

図書館では、平成２３(2011)年から「うちどくコンテスト」 

を実施しています。 

 「うちどく」をやってみた感想では、「同じ本を読むことで、 

共通の話題ができてうれしかった」「同じ本でも、ちがう感想が 

あっておどろいた」など、家族の絆づくりと共に読書の楽しさ 

を知るきっかけとなっています。 
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「うちどくコンテスト」応募チーム数 総計5,973組
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